
1	 	 開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2	 	 問題は	問 6まであり，1ページから 8ページに印刷されています。

３	 	 解答用紙の決められた欄に解答しなさい。

4	 	 答えを選んで解答する問題については，選択肢の中から番号を 1つ選びなさ

い。

5	 	 の中の「あ」「い」「う」…にあてはまる数字を解答する問題については，

下の例のように，あてはまる数字をそれぞれ 0～ 9の中から 1つずつ選びなさ

い。

６	 	 マークシート方式により解答する場合は，選んだ番号の の中を塗りつ

ぶしなさい。

7	 	 答えに根号が含まれるときは，根号の中は最も小さい自然数にしなさい。

8	 	 答えが分数になるときは，約分できる場合は約分しなさい。

9	 	 計算は，問題冊子のあいているところを使いなさい。

	 終了の合図があったら，すぐに解答をやめなさい。10
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に 7
12 と解答する場合は，「あ」が 7，「い」が 1，「う」が 2となります。
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い 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

う 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9右の図のように塗りつぶします。

Ｃ
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－1－

問 1		 次の計算をした結果として正しいものを，それぞれあとの 1～ 4の中から 1つずつ選び，その番号を

答えなさい。

ア		 2－8

1 .　－10	 2 .　－６	 3 .　６	 4 .　10

イ		 － 45＋
1
4

1 .　－2120 	 2 .　－1120 	 3 .　1120 	 4 .　2120

ウ		 ３x－y
4 －5x＋2y

9

1 .　7x－17y
３６ 	 2 .　7x－y

３６ 	 3 .　7x＋y
３６ 	 4 .　7x＋17y

３６

エ		 10　		5　 ＋　		80　

1 .　4	　		5　	 2 .　4	　		10　	 3 .　６	　		5　	 4 .　６	　		10　

オ		（x－2）2－（x＋３）（x－8）

1 .　－x＋20	 2 .　－x＋28	 3 .　x＋20	 4 .　x＋28



－2－

問 2		 次の問いに対する答えとして正しいものを，それぞれあとの 1～ 4の中から 1つずつ選び，その番号

を答えなさい。

ア		 連立方程式
ax－by＝－10
bx＋ay＝－11

の解が x＝３，y＝2であるとき，a，b の値を求めなさい。

1 .　a＝－8，b＝－1	 	 2 .　a＝－4，b＝－1
3 .　a＝2，b＝－5	 	 4 .　a＝4，b＝－5

イ		 2 次方程式 ３x2－5x－1＝0を解きなさい。

1 .　x＝－5±　		1３　
６ 	 2 .　x＝－5±　		３7　

６ 	 3 .　x＝5±　		1３　
６ 	 4 .　x＝5±　		３7　

６

ウ		 関数 y＝ax2 について，xの変域が－３≦ x≦ 2のとき，yの変域は 0≦ y≦ ６であった。このとき

の aの値を求めなさい。

1 .　a＝ 2３ 	 2 .　a＝ ３2 	 3 .　a＝2	 4 .　a＝３

エ		 1 本 150 円のペンを x本と 1冊 200 円のノートを y冊購入したところ，代金の合計は ３000 円以下で

あった。このときの数量の関係を不等式で表しなさい。

1 .　150x＋200y≧ ３000		 2 .　150x＋200y＞ ３000

3 .　150x＋200y≦ ３000		 4 .　150x＋200y＜ ３000

オ		 半径が ６ cmの球の体積を求めなさい。ただし，円周率はπとする。

1 .　３６πcm3	 2 .　144πcm3	 3 .　1６2πcm3	 4 .　288πcm3

カ		 x＝14３，y＝47のとき，x2－9y2 の値を求めなさい。

1 .　284	 2 .　３84	 3 .　5６8	 4 .　６６8



－3－

問 3		 次の問いに答えなさい。

ア		 右の図 1 のように，円Ｏの周上に，異なる ３点Ａ，

Ｂ，ＣをＡＢ＝ＡＣとなるようにとる。	 	

	 また，点Ａを含まないＢＣ上に 2点 Ｂ，Ｃとは異な

る点Ｄを ＢＤ＞ ＣＤとなるようにとり，線分ＡＤと線

分ＢＣとの交点をＥとする。	 	

	 さらに，∠ＣＡＤの二等分線と円Ｏとの交点のうち，

点Ａとは異なる点をＦとし，線分ＡＦと線分ＢＣとの

交点をＧ，線分ＡＦと線分ＣＤとの交点をＨとする。		

	 このとき，次のⅰ，ⅱに答えなさい。

ⅰ　三角形ＡＣＧと三角形ＡＤＨが相似であることを次のように証明した。 ⒜ ， ⒝ に最も

適するものを，それぞれ選択肢の 1～ 4の中から 1つずつ選び，その番号を答えなさい。

［証明］

　△ＡＣＧと△ＡＤＨにおいて，

　　まず，線分ＡＦは∠ＣＡＤの二等分線であるから，

　　　　∠ＣＡＦ＝∠ＤＡＦ
　　　よって，∠ＣＡＧ＝∠ＤＡＨ	 ……①

　　次に，ＡＢ＝ＡＣより，△ＡＢＣは二等辺三角形で
　　あり，その 2つの底角は等しいから，

　　　　 ⒜ 	 ……②

　　　また，ＡＣに対する円周角は等しいから，

　　　　∠ＡＢＣ＝∠ＡＤＣ	 ……③

　　　②，③より，∠ＡＣＢ＝∠ＡＤＣ
　　　よって，∠ＡＣＧ＝∠ＡＤＨ	 ……④

　①，④より， ⒝ から，

　　　　△ＡＣＧ∽△ＡＤＨ

ⅱ　次の の中の「あ」「い」にあてはまる数字をそれぞれ 0～ 9の中から 1つずつ選び，その数

字を答えなさい。	 	

　線分ＡＣの延長と線分ＤＦの延長との交点を Ｉとする。∠ＡＩＤ＝7３°，∠ＤＨＦ＝６1°のとき，
∠ＡＥＢの大きさは いあ °である。

A
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F

図 1

1 .　∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＢ
2 .　∠ＡＣＢ＝∠ＡＤＢ
3 .　∠ＡＧＢ＝∠ＣＧ Ｆ
4 .　∠ＢＡＤ＝∠ＢＣＤ

⒜の選択肢

1 .　	1 組の辺とその両端の

角がそれぞれ等しい

2 .　	2 組の辺の比とその間

の角がそれぞれ等しい

3 .　	３ 組の辺の比がすべて

等しい

4 .　	2 組の角がそれぞれ等

しい

⒝の選択肢



－4－

イ		 ある地域における，３ つの中学校の 1学年の生徒

を対象に，家から学校までの通学時間を調べること

にした。右の図 2は，Ａ中学校に通う生徒 50 人，Ｂ

中学校に通う生徒 50 人，Ｃ中学校に通う生徒 ６0 人

の，それぞれの通学時間を調べて中学校ごとにヒス

トグラムに表したものである。なお，階級はいずれ

も，5 分以上 10 分未満，10 分以上 15 分未満などの

ように，階級の幅を 5分にとって分けている。	 	

	 また，調べた通学時間を中学校ごとに箱ひげ図に

表したところ，次の図 ３のようになった。箱ひげ図

X～ Zは，Ａ中学校，Ｂ中学校，Ｃ中学校のいずれ

かに対応している。	 	

	 このとき，あとのⅰ，ⅱに答えなさい。

ⅰ　箱ひげ図X～ Zと，Ａ中学校，Ｂ中学校，Ｃ中学校の組み合わせとして最も適するものを次の	

1～ 6の中から 1つ選び，その番号を答えなさい。

1 .　X：Ａ中学校　Y：Ｂ中学校　Z：Ｃ中学校	 2 .　X：Ａ中学校　Y：Ｃ中学校　Z：Ｂ中学校

3 .　X：Ｂ中学校　Y：Ａ中学校　Z：Ｃ中学校	 4 .　X：Ｂ中学校　Y：Ｃ中学校　Z：Ａ中学校

5 .　X：Ｃ中学校　Y：Ａ中学校　Z：Ｂ中学校	 6 .　X：Ｃ中学校　Y：Ｂ中学校　Z：Ａ中学校

ⅱ　調べた通学時間について正しく述べたものを次のⅠ～Ⅳの中からすべて選ぶとき，最も適するも

のをあとの 1～ 6の中から 1つ選び，その番号を答えなさい。

Ⅰ.　 ３つの中学校のうち，通学時間が ３0分以上の生徒の人数は，Ａ中学校が最も多い。

Ⅱ.　 ３つの中学校のうち，通学時間が10分以上 15分未満の生徒の割合は，Ｂ中学校が最も大きい。

Ⅲ.　 ３つの中学校において，通学時間が 15分以上 20 分未満の生徒の割合はすべて等しい。

Ⅳ.　 ３つの中学校において，通学時間の平均値はすべて 25分未満である。

1 .　Ⅰ	 2 .　Ⅱ	 3 .　Ⅲ

4 .　Ⅳ	 5 .　Ⅰ，Ⅱ	 6 .　Ⅲ，Ⅳ

図 2
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図 3
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－5－

ウ		 次の の中の「う」「え」にあてはまる数字をそれぞ

れ 0～ 9の中から 1つずつ選び，その数字を答えなさい。		

	 右の図 4において，三角形ＡＢＣは∠ＡＣＢ＝90°の直角
三角形であり，点Ｄは辺ＡＢの中点である。	 	

	 また，2 点 Ｅ，Ｆは辺ＡＣ上の点で，ＢＣ＝ＣＥであり，
ＢＦ ＤＥである。	 	

	 さらに，点Ｇは線分ＤＥの中点であり，点Ｈは線分ＢＦ

と線分ＣＧとの交点である。	 	

	 ＡＢ＝24 cm，ＢＣ＝12 cmのとき，線分ＧＨの長さは
う 		え cmである。

	 	

エ		 4 ％の食塩水 ３00 g が入ったビーカーから，食塩水 a gを取り出した。その後，ビーカーに残ってい
る食塩水に食塩 a gを加えてよくかき混ぜたところ，12 ％の食塩水になった。	 	

	 このとき，a の値として正しいものを次の 1～ 8の中から 1つ選び，その番号を答えなさい。

1 .　a＝18	 2 .　a＝20	 3 .　a＝21	 4 .　a＝24
5 .　a＝25	 6 .　a＝28	 7 .　a＝３0	 8 .　a＝３６

A

CB

F

EG

H

D

図 4

24 cm

12 cm



－6－

問 4		 右の図において，直線①は関数 y＝－x

のグラフ，直線②は関数 y＝－３xのグラ

フであり，曲線③は関数 y＝ax2 のグラフ

である。	 	

	 点 Ａは直線①と曲線③との交点で，そ

の x座標は－６である。点Ｂは曲線③上の
点で，線分ＡＢは x軸に平行である。点

Ｃは直線②と線分ＡＢとの交点である。	 	

	 また，点Ｄは x軸上の点で，線分ＡＤ

は y軸に平行である。点Ｅは線分ＡＤ上

の点で，ＡＥ＝ＥＤである。	 	

	 さらに，原点をＯとするとき，点Ｆは

直線②上の点で，ＣＯ：ＯＦ＝2：1であり，
その x座標は正である。	 	

	 このとき，次の問いに答えなさい。

ア		 曲線③の式 y＝ax2 の a の値として正しいものを次の 1～ 6の中から 1つ選び，その番号を答えなさ
い。

1 .　a＝ 19 	 2 .　a＝ 1６ 	 3 .　a＝ 29
4 .　a＝ 1３ 	 5 .　a＝ 49 	 6 .　a＝ 2３

イ		 直線 ＥＦの式を y＝mx＋nとするときのⅰ mの値と，ⅱ nの値として正しいものを，それぞれ次

の 1～ 6の中から 1つずつ選び，その番号を答えなさい。

ⅰ　mの値

1 .　m＝－74 	 2 .　m＝－127 	 3 .　m＝－75
4 .　m＝－1	 5 .　m＝－６7 	 6 .　m＝－３4

ⅱ　nの値

1 .　n＝－114 	 2 .　n＝－187 	 3 .　n＝－157
4 .　n＝－2	 5 .　n＝－1３7 	 6 .　n＝－11６

ウ		 次の の中の「お」「か」「き」にあてはまる数字をそれぞれ 0～ 9の中から 1つずつ選び，その

数字を答えなさい。

	 	 線分 ＢＤ 上に点 Ｇ を，三角形 ＣＥＦ と三角形 ＣＯＧ の面積の比が△ＣＥＦ：△ＣＯＧ＝３：2 で，

	 その x座標が正となるようにとる。このときの，点Ｇの x座標は
かお

き
である。

x

y① ② ③

A

E

D O

C

G
B

F



－7－

問 5		 右の図 1のように，1，2，３，4，5，６ の数が 1つずつ

書かれた ６枚のカードがある。	 	

	 大，小 2つのさいころを同時に 1回投げ，大きいさい

ころの出た目の数を a，小さいさいころの出た目の数を b
とする。出た目の数によって，次の【操作 1】，【操作 2】

を順に行い，残ったカードについて考える。

	【操作 1】	　 aの約数が書かれたカードをすべて取り除く。
	【操作 2】	　 bが書かれたカードを取り除く。ただし，【操作 1】により，b が書かれたカードをすでに

取り除いていた場合は，残っているカードのうち，最も大きい数が書かれたカードを取り除く。

大きいさいころの出た目の数が 4，小さいさいころの	 	

出た目の数が 2のとき，a＝4，b＝2だから，

【操作 1】	　図 1 の， 1 と 2 と 4 のカードを取り

除くと，図 2のようになる。

【操作 2】	　【操作 1】で 2 のカードをすでに取り除い	 	

ているので，図 2の，最も大きい数が書か

れた 6 のカードを取り除くと，図３のよう

になる。

この結果，残ったカードは 3 ， 5 となる。

	 	 いま，図 1の状態で，大，小 2つのさいころを同時に 1回投げるとき，次の問いに答えなさい。ただ

し，大，小 2つのさいころはともに，1から ６までのどの目が出ることも同様に確からしいものとする。

ア		 次の の中の「く」「け」「こ」にあてはまる数字をそれぞれ 0～ 9の中から 1つずつ選び，その

数字を答えなさい。

	 	 残ったカードが， 4 のカード 1枚だけとなる確率は
く

こけ
である。

イ		 次の の中の「さ」「し」「す」にあてはまる数字をそれぞれ 0～ 9の中から 1つずつ選び，その

数字を答えなさい。

	 	 残ったカードに， 6 のカードが含まれる確率は
さ

すし
である。

図 1

1 2 3 4 5 6

例
図 2

3 5 6

図 3

3 5



－8－

問 6		 右の図は，点Ａを頂点とし，ＢＣ＝ＣＤの二等辺
三角形ＢＣＤを底面，三角形ＡＥＢ，三角形ＡＢＤ，

三角形ＡＤＦを側面とする三角すいの展開図であり，

∠ＡＥＢ＝∠ＡＦＤ＝90°である。	 	

	 また，点Ｇは辺ＡＢ上の点で，ＡＧ：ＧＢ＝1：2
であり，点Ｈは辺ＡＤの中点である。

	 	 ＡＥ＝10 cm，ＢＣ＝5 cm，ＢＤ＝６ cm のとき，
この展開図を組み立ててできる三角すいについて，

次の問いに答えなさい。

ア		 この三角すいの体積として正しいものを次の 1～ 6

の中から 1つ選び，その番号を答えなさい。

1 .　３0 cm3	 2 .　40 cm3	

3 .　50 cm3	 4 .　100 cm3	

5 .　120 cm3	 6 .　1６0 cm3	

イ		 次の の中の「せ」「そ」「た」「ち」にあてはまる数字をそれぞれ 0～ 9の中から 1つずつ選び，

その数字を答えなさい。
	

	 	 ３ 点 Ｃ，Ｅ，Ｆ が重なった点を Ｉ とする。この三角すいの側面上に，点 Ｇから辺ＡＩ と交わるように

	 点 Ｈまで線を引く。このような線のうち，最も短くなるように引いた線の長さは
　　　せ たそ

ち
cmであ

る。

A

B

C

E

G

H

D

F

（問題は，これで終わりです。）





Ｃ
数


